
いちごドリルプリント

古墳時代 名前

問1 大和政権の性格について、それ以前の弥生時代の社会状況と比較した説明として、最もふさわしいものはどれか。 （2025年 秋田県公立入試 類似）

1. 近畿地方の豪族が中心となり、各
地の有力な勢力と連合することで広
域的な政治支配をめざした。

2. 特定の女王がまじないなどの呪術
的な力を用いて、各地の小国を完全
に服従させ、争いを根絶した。

3. 銅鐸を用いた共通の祭祀を通じて
、各地の小国が独立性を保ったまま
、利害関係のない経済圏を築いた。

4. 大陸からの渡来人によってもたら
された仏教と文字を政治の基盤とし
て、中央集権的な国家を完成させた
。

問2 5世紀ごろに大和政権の政治的影響力が日本各地に及んだことを示す、近畿地方を起点に全国へ普及した円形と方形を組み合わせた形状の古墳を
何と呼ぶか。 （2016年 神奈川県公立入試 類似）

1. 方墳 2. 装飾古墳 3. 円墳 4. 前方後円墳

問3 5世紀ごろに造られた大仙古墳のような巨大な前方後円墳について、このような大規模な墳墓が築かれた歴史的な背景として最も適切な説明はど
れか。 （2020年 三重県公立入試 類似）

1. ヤマト政権の大王が、膨大な労働
力を動員できるほどの強大な権力を
持っていたことを示すため。

2. 仏教の伝来とともに、死者を弔う
ために巨大な寺院を建てる習慣が広
まったため。

3. 大陸から伝わった稲作の技術を普
及させるために、神を祀る祭祀場を
各地に作ったため。

4. 各地域の小国が、他国からの侵略
を防ぐための軍事的な要塞として築
いたため。

問4 大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）のような巨大な古墳が築かれた背景や、その特徴について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2020年

東京都公立入試 類似）

1. 死者を弔うために、土で人や動物
の形を作って焼き上げた土偶が墳丘
の周囲に並べられた。

2. 古墳の表面には、仏教の影響を受
けた装飾として、寺院から伝わった
瓦が並べられていた。

3. 墳丘の周囲には三重の堀が巡らさ
れており、王の強大な権力を誇示す
る目的があったと考えられる。

4. 古墳の形状は、日本独自の形式で
ある円墳が採用され、大陸の影響を
一切排除して造られた。

問5 5世紀後半の大和政権において、最高権力者が名乗った称号は何ですか。埼玉県の稲荷山古墳から出土した金錯銘鉄剣に、「獲加多支鹵」という
人名に続けて刻まれている名称を答えなさい。 （2019年 長崎県公立入試 類似）

1. 将軍 2. 大王 3. 執権 4. 天皇

問6 3世紀後半から6世紀にかけて、近畿地方だけでなく九州から東北南部までの広い範囲で、同じ「前方後円墳」という形式の古墳が作られた理由
として、最も適切なものはどれか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. ヤマト政権を中心とする政治的な
結びつきが、各地の豪族との間に広
がったため。

2. 稲作の普及により食料が豊富にな
ったため、農作業の休憩所として全
国で同じ形が採用されたため。

3. 中国の皇帝から、日本全土を統一
するためにこの形状で墓を作るよう
命じられたため。

4. 仏教の教えに基づき、円形と方形
を組み合わせることで死者の供養に
なると信じられたため。

問7 5世紀の大和政権は、朝鮮半島から得た鉄資源をどのように活用して国内の支配を広げたとされていますか。当時の状況を説明したものとして最
も適切なものを選んでください。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. 鉄製の鏡や装飾品を大量に作り、
それらを各地の豪族に配ることで宗
教的な権威を認めさせた。

2. 鉄製の大型船を建造して中国の唐
と直接貿易を行い、最新の法制度を
取り入れることで中央集権化を進め
た。

3. 鉄製の武器や鎧を量産して軍事力
を高め、関東から九州にかけての広
範囲な地域の豪族を支配下に置いた
。

4. 鉄製の貨幣を鋳造して全国に流通
させ、租・庸・調の税制を確立する
ことで経済的に支配した。

問8 4世紀から5世紀にかけて、近畿地方を中心に誕生した「前方が方形で後方が円形」という特徴を持つ巨大な墳墓が、九州から東北地方まで広く
分布するようになった歴史的背景について述べたものとして、最も適切な説明を選択してください。 （2019年 富山県公立入試 類似）

1. 大陸から渡来した人々が、自分た
ちの故郷で一般的だった墓の形を全
国に広めたため

2. ヤマト王権の支配力や政治的な影
響力が、近畿地方から日本各地へと
拡大したため

3. 仏教の伝来によって、全国の豪族
が共通の形式で墓を作る宗教的義務
を負ったため

4. 各地の豪族が、ヤマト王権に対抗
するために独自に巨大な墳墓を築く
ことを競い合ったため

問9 古墳時代に、大山古墳（仁徳天皇陵）のような巨大な前方後円墳が築造された歴史的な背景や目的として、最も適切な説明はどれですか。
（2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 大陸から伝来した仏教の教えに基
づき、故人を盛大に供養することで
国家の安寧を祈願するため。

2. 海外からの侵略を監視し、防衛す
るための軍事的な物見櫓や要塞とし
て機能させるため。

3. 大規模な稲作の普及により余った
土地を、洪水から守るための避難場
所として整備するため。

4. 大和政権（ヤマト王権）の王が、
自らの強大な権威や動員できる労働
力の大きさを各地の豪族に誇示する
ため。

問10 古墳時代、朝鮮半島や中国から日本列島へ移り住んだ渡来人によって伝えられたもので、日本における記録や公文書作成の基礎となった文字を
次の中から選びなさい。 （2019年 岡山県公立入試 類似）

1. ひらがな 2. 漢字 3. ローマ字 4. カタカナ

問11 縄文時代と古墳時代の出土品の違いについて説明した文として、最も適切なものを1つ選びなさい。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 鉄剣や銅鏡は縄文時代から用いら
れ、土偶は古墳時代になって権力の
象徴として副葬された。

2. 埴輪は古墳時代に古墳の表面や周
囲に並べられたが、土偶は縄文時代
に祈りや魔よけのために作られた。

3. 土偶も埴輪もどちらも古墳時代の
副葬品であり、大仙古墳などの大型
古墳から出土する。

4. 埴輪は縄文時代の集落跡から多く
出土し、土偶は古墳時代の豪族の墓
から出土する。

問12 中国の歴史書である『宋書』倭国伝には、5世紀に倭（日本）の王が南朝へ使いを送った「倭の五王」の記録があります。このうち、国内の稲荷
山古墳（埼玉県）から出土した鉄剣の銘文に記された「ワカタケル大王」と同一人物であると考えられている王の名称として正しいものを選び
なさい。 （2019年 愛媛県公立入試 類似）

1. 倭王 武 2. 倭王 讃 3. 倭王 済 4. 倭王 珍

問13 埼玉県にある稲荷山古墳からは、表面に文字が刻まれた金錯銘鉄剣が出土しました。この鉄剣に刻まれている「ワカタケル大王」という人物は
、当時の中国の歴史書に記されている「倭の五王」のうちの誰を指すとされていますか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 珍（ちん） 2. 済（せい） 3. 武（ぶ） 4. 興（こう）



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

近畿地方の豪族が中心となり、各地の有力な
勢力と連合することで広域的な政治支配をめ
ざした。

大和政権は、近畿地方の有力豪族が連合して形成された政治組織です。これは、小国が独立し
て割拠していた弥生時代の状態や、単一の強力な王が全国を直接支配する形態とは異なります
。複数の有力な勢力が「連合」という形で結びつくことで、大規模な土木作業が必要な古墳の
築造や、対外的な交渉が可能になるほどの広域的な統治体制を整えていったことが大きな特徴
です。選択肢にある銅鐸の祭祀や『魏志』倭人伝の記述は、大和政権が成立する以前の弥生時
代の特色を指しています。

問2 答え 4
前方後円墳

前方後円墳は、円形と方形を連結させた日本独自の形状を持つ古墳です。5世紀にはその築造
が最盛期を迎え、近畿地方から離れた地域でもこの形式が採用されたことは、各地の豪族が大
和政権の支配体系に組み込まれていった過程を物語っています。

問3 答え 1
ヤマト政権の大王が、膨大な労働力を動員で
きるほどの強大な権力を持っていたことを示
すため。

大仙古墳のような巨大な前方後円墳の建設には、延べ数百万人とも言われる膨大な労働力と長
い年月が必要でした。これほど大規模な墓を築くことができた事実は、被葬者である大王が近
畿地方を中心として、広範囲にわたる民衆や地方の豪族を統制し、支配下に置いていたことを
証明しています。

問4 答え 3
墳丘の周囲には三重の堀が巡らされており、
王の強大な権力を誇示する目的があったと考
えられる。

古墳時代中期に造られた大仙陵古墳は、鍵穴のような形をした日本独自の「前方後円墳」であ
り、周囲には三重の堀が巡らされています。このような大規模な土木工事を伴う古墳の建設は
、当時の大和政権の王が、膨大な労働力を動員できるほどの強い権力を持っていたことを視覚
的に示す役割がありました。なお、古墳に並べられたのは埴輪であり、縄文時代の土偶とは区
別されます。

問5 答え 2
大王

5世紀の大和政権の盟主は「大王（おおきみ）」と呼ばれていました。埼玉県の稲荷山古墳か
ら出土した鉄剣には、雄略天皇にあたるとされる「獲加多支鹵（ワカタケル）」の名とともに
この称号が刻まれており、当時の政治体制を示す貴重な史料となっています。天皇という称号
が使われ始めるのは、さらに後の7世紀後半（飛鳥時代）になってからです。

問6 答え 1
ヤマト政権を中心とする政治的な結びつきが
、各地の豪族との間に広がったため。

特定の形状（前方後円墳）が広まったことは、地方の豪族がヤマト政権の支配体制や同盟関係
に組み込まれたことを示しています。古墳の形や規模を共有することで、政権内での身分や序
列を明確にする役割もありました。

問7 答え 3
鉄製の武器や鎧を量産して軍事力を高め、関
東から九州にかけての広範囲な地域の豪族を
支配下に置いた。

5世紀の歴史年表や出土品からは、大和政権が朝鮮半島から得た鉄を利用して武力を強化し、
その力を背景に関東や九州の豪族を従えていった過程が読み取れます。武人の埴輪が鎧をまと
った姿で製作されていることも、武力による支配体制が整えられていたことを裏付けています
。

問8 答え 2
ヤマト王権の支配力や政治的な影響力が、近
畿地方から日本各地へと拡大したため

同一形式の巨大な墳墓が広範囲に分布している事実は、中央のヤマト王権と地方の豪族との間
に、身分秩序を伴う政治的な結びつきがあったことを示しています。ヤマト王権が各地の豪族
を自らの支配体制に組み込んでいく過程で、王権の権威の象徴であるこの形式の古墳が各地で
築かれるようになりました。

問9 答え 4
大和政権（ヤマト王権）の王が、自らの強大
な権威や動員できる労働力の大きさを各地の
豪族に誇示するため。

古墳時代において、巨大な前方後円墳を築くには膨大な年月と膨大な人数の労働力が必要でし
た。このような大規模な土木工事を行うことができた事実は、その被葬者が広範囲に及ぶ支配
権と財力を持っていたことを象徴しています。また、前方後円墳という特定の形式が日本各地
に広がったことは、大和政権（ヤマト王権）を中心とした政治的な連合や身分秩序が各地の豪
族との間に形成されていたことを示しています。

問1
0

答え 2
漢字

古墳時代に大陸の進んだ技術や文化を持った人々（渡来人）が日本列島へ移住した際、儒教や
仏教とともに伝えられたのが漢字です。これにより、それまで文字を持たなかった日本におい
て、出来事の記録や政治的な文書の作成が可能となりました。ひらがなやカタカナは、後にこ
の漢字を崩したり、一部を取ったりすることで日本独自の文字として発展したものです。

問1
1

答え 2
埴輪は古墳時代に古墳の表面や周囲に並べら
れたが、土偶は縄文時代に祈りや魔よけのた
めに作られた。

埴輪は古墳時代に造られた古墳に並べられた土製品ですが、土偶は縄文時代に魔よけや豊かな
収穫などを祈るために作られたものです。このように、作られた時代や使用目的が異なります
。

問1
2

答え 1
倭王 武

中国の南朝に朝貢した「倭の五王」のうち、最後に登場する「武」は、稲荷山古墳の鉄剣銘文
にある「ワカタケル（獲加多支鹵）大王」と同一人物であるとする説が有力です。当時の倭の
王は、朝鮮半島での軍事的な指揮権などを認めてもらうため、中国の皇帝から称号を得ようと
外交交渉を行っていました。

問1
3

答え 3
武（ぶ）

稲荷山古墳から出土した鉄剣に記された「獲加多支鹵大王（ワカタケル大王）」は、中国の歴
史書『宋書』倭国伝に登場する倭王「武」と同一人物であると考えられています。武は、日本
の記紀に登場する雄略天皇にあたるとされています。


